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(57)【要約】
【課題】簡単でかつ便利に自装置を操作している操作者
を推定する。
【解決手段】自装置の筐体の側面に配置され、操作者に
より自装置が触れられたときの接触の状態を検出する接
触検出部ＳＤ１～ＳＤ４と、検出された接触の状態に基
づき、接触の時間的な変化または空間的な変化を抽出す
る接触変化抽出部６１と、抽出された接触の時間的な変
化または空間的な変化に基づき、操作者を推定する推定
部６４と、を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自装置の筐体の側面に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を
検出する接触検出部と、
　前記検出された接触の状態に基づき、前記接触の時間的な変化または空間的な変化を抽
出する接触変化抽出部と、
　前記抽出された接触の時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記操作者を推定す
る推定部と、
　を備えることを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　前記推定部は、前記抽出された接触の時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記
接触の特性を示す接触状態情報を算出する接触状態算出部と、前記算出された接触状態情
報に基づき、前記操作者を推定する推定部と、を備えることを特徴とする請求項１に記載
の電子装置。
【請求項３】
　操作者により自装置が動かされたときの自装置の筐体の動きを検出する動き検出部と、
前記検出された動きに基づいて、前記動きの特性を示す動き状態情報を算出する動き状態
算出部と、
　を備え、
　前記操作者推定部は、前記接触状態情報と前記動き状態情報とに基づき、前記操作者を
推定することを特徴とする請求項２に記載の電子装置。
【請求項４】
　自装置の筐体の側面に配置され、操作者により自装置が触れられたときの圧力を検出す
る圧力検出部と、
　前記圧力検出部により検出された圧力の時間的な変化または空間的な変化を抽出する圧
力変化抽出部と、
　前記抽出された圧力の時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記操作者を推定す
る推定部と、
　を備えることを特徴とする電子装置。
【請求項５】
　前記推定部は、前記抽出された圧力の時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記
圧力の特性を示す圧力状態情報を算出する圧力状態算出部と、前記算出された圧力状態情
報に基づき、前記操作者を推定する操作者推定部と、を備えることを特徴とする請求項４
に記載の電子装置。
【請求項６】
　操作者により自装置が動かされたときの自装置の筐体の動きを検出する動き検出部と、
前記検出された動きに基づいて、前記動きの特性を示す動き状態情報を算出する動き状態
算出部と、
　を備え、
　前記操作者推定部は、前記圧力状態情報と前記動き状態情報とに基づき、前記操作者を
推定することを特徴とする請求項５に記載の電子装置。
【請求項７】
　自装置の筐体の側面に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を
検出する接触検出部と、
　操作者を識別する情報と前記操作者が自装置に触れるときの癖である触り癖を示す情報
とが関連付けられて記憶されている記憶部と、
　前記記憶部から触り癖を示す情報を読み出し、前記読み出された触り癖を示す情報と前
記検出された接触の状態とを照合する触り癖照合部と、
　前記触り癖照合部による照合により抽出された触り癖を示す情報と関連付けられた操作
者を識別する情報を前記記憶部から読み出すことにより、前記操作者を推定する推定部と
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、
　を備えることを特徴とする電子装置。
【請求項８】
　前記記憶部に、操作者を識別する情報と前記操作者が自装置に触れるときの癖である触
り癖を示す情報と前記操作者が自装置を動かすときの癖である動かし癖を示す情報とが関
連付けられて記憶されている電子装置であって、
　操作者により自装置が動かされたときの自装置の筐体の動きを検出する動き検出部と、
　前記記憶部から動かし癖を示す情報を読み出し、前記読み出された動かし癖を示す情報
と前記検出された動きとを照合する動かし癖照合部と、
　を備え、
　前記推定部は、前記触り癖照合部による照合により抽出された触り癖を示す情報および
前記動かし癖照合部による照合により抽出された動かし癖を示す情報に関連付けられた操
作者を識別する情報を前記記憶部から読み出すことにより、前記操作者を推定することを
特徴とする請求項７に記載の電子装置。
【請求項９】
　自装置の筐体の側面に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を
検出する接触検出部と、
　自装置の筐体の動きを検出する動き検出部と、
　前記検出された接触の状態と前記検出された動きとに基づいて、前記操作者を推定する
推定部と、
　を備えることを特徴とする電子装置。
【請求項１０】
　前記検出された動きに基づいて、前記動きの特性を示す動き状態情報を算出する動き状
態算出部を備え、
　前記推定部は、前記検出された接触の状態と前記動き状態情報とに基づき、前記操作者
を推定することを特徴とする請求項９に記載の電子装置。
【請求項１１】
　前記接触検出部又は前記圧力検出部は、１点以上の任意の点数に分割可能であることを
特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか１項に記載の電子装置。
【請求項１２】
　自装置の筐体の側面に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を
検出する接触検出部を備える電子装置が実行する操作者推定方法であって、
操作者により自装置が触れられたときの、前記接触の時間的な変化または空間的な変化を
抽出する接触変化抽出手順と、
前記抽出された接触の時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記操作者を推定する
推定手順と、
　を有することを特徴とする操作者推定方法。
【請求項１３】
　自装置の筐体の側面に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を
検出する接触検出部を備える電子装置のコンピュータに、
操作者により自装置が触れられたときの、前記接触の時間的な変化または空間的な変化を
抽出する接触変化抽出ステップと、
　前記抽出された接触の時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記操作者を推定す
る推定ステップと、
　を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置、操作者推定方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　ＩＣチップを搭載し、電子マネーがそのＩＣチップに入金された携帯電話などの電子装
置を利用して買い物をすることが一般的に行われている。そのような電子装置の不正使用
を防止するためには、操作者を認証することが行われている。
【０００３】
　携帯端末を操作する操作者を認証する方法として、例えば特許文献１が知られている。
特許文献１では、操作者による手書き動作により推定される入力情報を受け付ける移動体
端末装置であって、接触対象物との接触の有無を示す接触情報を取得する接触情報取得手
段と、接触対象物との接触位置から装置本体の移動情報を取得する移動情報取得手段と、
接触情報及び移動情報に基づいて入力情報を認識する認識手段と、操作者の筆跡を識別可
能な筆跡情報を登録する登録手段とを備え、登録された筆跡情報と認識手段により認識さ
れる入力情報とを照合して操作者の認証を行うことが示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－７０９２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　操作者は電子マネーが入金されている非接触ＩＣチップを備える電子装置を利用する際
には、紛失または盗難により第三者が当該操作者に成り済ましてその電子装置を使用する
のを防止するために、ＩＣチップを使えなくした状態（以後、ＩＣチップロックと称する
）に予め設定しておくことで電子マネーを使うことができなくしておき、電子マネーを使
用するときにだけそのＩＣカードロックを解除することが行われている。そのＩＣチップ
ロックの解除は、通常、暗証番号の入力により行われている。
【０００６】
　しかしながら、操作者が電子装置に備えられたボタンなどを指で押すことにより暗証番
号を入力することは時間がかかり、操作者が電子マネーを利用する毎に、ボタンなどを指
で押すことにより暗証番号を入力することは操作者にとってわずらわしいという問題があ
った。
【０００７】
　そこで本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、簡単でかつ便利に自装置を操
作している操作者を推定することを可能とする電子装置、操作者推定方法およびプログラ
ムを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様である電子装置は、自装置の筐体の側面
に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を検出する接触検出部と
、前記検出された接触の状態に基づき、前記接触の時間的な変化または空間的な変化を抽
出する接触変化抽出部と、前記抽出された接触の時間的な変化または空間的な変化に基づ
き、前記操作者を推定する推定部と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様である電子装置は、自装置の筐体の側面
に配置され、操作者により自装置が触れられたときの圧力を検出する圧力検出部と、前記
圧力検出部により検出された圧力の時間的な変化または空間的な変化を抽出する圧力変化
抽出部と、前記抽出された圧力の時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記操作者
を推定する推定部と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様である電子装置は、自装置の筐体の側面
に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を検出する接触検出部と
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、操作者を識別する情報と前記操作者が自装置に触れるときの癖である触り癖を示す情報
とが関連付けられて記憶されている記憶部と、前記記憶部から触り癖を示す情報を読み出
し、前記読み出された触り癖を示す情報と前記検出された接触の状態とを照合する触り癖
照合部と、前記触り癖照合部による照合により抽出された触り癖を示す情報と関連付けら
れた操作者を識別する情報を前記記憶部から読み出すことにより、前記操作者を推定する
推定部と、を備えることを特徴とする。
【００１１】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様である電子装置は、自装置の筐体の側面
に配置され、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を検出する接触検出部と
、自装置の筐体の動きを検出する動き検出部と、前記検出された接触の状態と前記検出さ
れた動きとに基づいて、前記操作者を推定する推定部と、を備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一態様である操作者推定方法は、自装置の筐体の側面に配置され、操作
者により自装置が触れられたときの接触の状態を検出する接触検出部を備える電子装置が
実行する操作者推定方法であって、操作者により自装置が触れられたときの、前記接触の
時間的な変化または空間的な変化を抽出する接触変化抽出手順と、前記抽出された接触の
時間的な変化または空間的な変化に基づき、前記操作者を推定する推定手順と、を有する
ことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の一態様であるプログラムは、自装置の筐体の側面に配置され、操作者に
より自装置が触れられたときの接触の状態を検出する接触検出部を備える電子装置のコン
ピュータに、操作者により自装置が触れられたときの、前記接触の時間的な変化または空
間的な変化を抽出する接触変化抽出ステップと、前記抽出された接触の時間的な変化また
は空間的な変化に基づき、前記操作者を推定する推定ステップと、を実行させるためのプ
ログラムである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、簡単でかつ便利に自装置を操作している操作者を推定することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】第１の実施形態に係る電子装置の構成を示す斜視図である。
【図２】第１の実施形態に係る電子装置の一部の構成を示す断面図である。
【図３】第１の実施形態に係る電子装置の制御装置のブロック構成図である。
【図４】第１の実施形態に係る電子装置の制御部のブロック構成図である。
【図５】第１の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャートであ
る。
【図６】第２の実施形態に係る電子装置の制御部のブロック構成図である。
【図７】第２の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャートであ
る。
【図８】第３の実施形態に係る電子装置の制御部のブロック構成図である。
【図９】第３の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャートであ
る。
【図１０】第４の実施形態に係る電子装置の制御部のブロック構成図である。
【図１１】第４の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　＜第１の実施形態＞



(6) JP 2012-212430 A 2012.11.1

10

20

30

40

50

　図１は、第１の実施形態に係る電子装置ＥＱＰの構成を示す斜視図である。図１に示す
ように、電子装置ＥＱＰは、筐体ＦＬと、表示部ＤＰと、操作部ＳＤと、制御装置ＣＯＮ
Ｔと、撮像部ＩＭＧとを有している。
【００１７】
　筐体ＦＬは、例えば矩形の板状に形成されており、表示部ＤＰ及び操作部ＳＤを保持す
る。
　表示部ＤＰは、筐体ＦＬのうち板面に設けられている。筐体ＦＬのうち当該表示部ＤＰ
が設けられる面を、以下表示面Ｆｅと表記する。表示部ＤＰは、例えば液晶装置や有機Ｅ
Ｌ装置などを有する表示パネルＰＮを有している。表示パネルＰＮが設けられる表示領域
には、例えばタッチパネルＴＰが設けられている。
【００１８】
　操作部ＳＤは、筐体ＦＬのうち表示面Ｆｅを囲む４辺に相当する４つの側面Ｆａ～Ｆｄ
に設けられている。操作部ＳＤは、側面Ｆａに設けられた接触検出部（圧力検出部）ＳＤ
１、側面Ｆｂに設けられた接触検出部（圧力検出部）ＳＤ２、側面Ｆｃに設けられた接触
検出部（圧力検出部）ＳＤ３及び側面Ｆｄに設けられた接触検出部（圧力検出部）ＳＤ４
を有している。操作部ＳＤは、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４において外部からの（例えば操
作者の）接触の有無及び接触位置を検出する。これにより、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は
、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を検出する。なお、接触検出部（圧
力検出部）ＳＤ１～ＳＤ４は、それぞれ１点以上の任意の点数に分割可能である。例えば
、接触検出部ＳＤ１が５点に分割されているとすると、接触検出部ＳＤ１は５点で、接触
の有無を検出することができる。
【００１９】
　また、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、圧力センサとしても機能し、接触されたときの圧
力を所定の段階（例えば、２５６段階）で検出する。これにより、接触検出部ＳＤ１～Ｓ
Ｄ４は、操作者により自装置が触れられたときの圧力を検出する。例えば、接触検出部Ｓ
Ｄ１が５点に分割されているとすると、接触検出部ＳＤ１は５点で、圧力を検出すること
ができる。
【００２０】
　撮像部ＩＭＧは、筐体ＦＬの内部に設けられている。また、撮像部ＩＭＧのレンズは表
示面Ｆｅとは反対の面に設けられている。撮像部ＩＭＧは、電子装置ＥＱＰの外部の被写
体を撮像し、撮像に得られた画像データを生成する。
【００２１】
　図２は、電子装置の一部の構成を示す断面図である。同図において、電子装置ＥＱＰを
表示面Ｆｅ側から見たときの図であり、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４が断面で示されている
。
　図２に示すように、各接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、矩形に形成された表示部ＤＰの各
辺の位置に配置されると共に、表示部ＤＰの寸法に対応する寸法に形成されている。
【００２２】
　具体的には、接触検出部ＳＤ１及びＳＤ２の検出領域２０は、表示部ＤＰの短辺に対応
する位置に配置されている。また、接触検出部ＳＤ１及びＳＤ２の検出領域２０の長手方
向の寸法は、表示部ＤＰの短辺の寸法に等しくなっている。一方、接触検出部ＳＤ３及び
ＳＤ４の検出領域２０は、表示部ＤＰの長辺に対応する位置に配置されている。また、接
触検出部ＳＤ３及びＳＤ４の検出領域２０の長手方向の寸法は、表示部ＤＰの長辺の寸法
に等しくなっている。
【００２３】
　図３は、制御装置ＣＯＮＴのブロック構成図である。図３に示すように、制御装置ＣＯ
ＮＴは、制御部６０と、入力部５２と、出力部５３と、記憶部５４と、通信部５５と、電
源部５６とを備える。
【００２４】
　制御部６０は、電子装置ＥＱＰの統括的な演算処理を行う。入力部５２は、電子装置Ｅ
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ＱＰに対して入力を行う部分である。入力部５２は、上記の接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４と
、表示部検出部５２ｂ、姿勢検出部５２ｃと、動き検出部５２ｄと、撮像部ＩＭＧとを備
える。なお、この他、入力部５２として、例えばマイクなどの不図示の音声入力部が設け
られていても構わない。
【００２５】
　表示部検出部５２ｂは、タッチパネルＴＰにおける接触の有無及び接触位置を検出する
。姿勢検出部５２ｃは、電子装置ＥＱＰの姿勢を検出するセンサである。姿勢検出部５２
ｃとしては、例えば３軸加速度センサやジャイロセンサ、地磁気センサなどが設けられて
いる。動き検出部５２ｄは、自装置の筐体の動きを検出することにより、操作者により自
装置が動かされたときの自装置の筐体の動きを検出する。動き検出部５２ｄとしては、例
えば加速度センサなどが設けられている。
　接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を検
出する。接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、例えば、静電容量型の接触感知センサが設けられ
ている。
【００２６】
　出力部５３は、画像や音声などを出力する。出力部５３は、画像を表示する表示部ＤＰ
と、音声の出力を制御する音声出力部５３ｂとを備える。
【００２７】
　記憶部５４には、制御部６０による演算結果や入力部５２に入力させる入力情報、出力
部５３によって出力させる出力情報（例、画像データ、音声データ）、通信部５５を介し
て通信する情報などが記憶されている。また、記憶部５４は、制御部６０が実行するアプ
リケーションのプログラムが記憶されている。
　また、記憶部５４は、電子マネーが入金されている非接触ＩＣチップを備える。記憶部
５４は、ＩＣチップを使えなくした状態（ＩＣチップロック）を解除できる登録者を示す
情報が記憶されている。
【００２８】
　また、記憶部５４には、操作者の示す情報ｏ＿（１、１）、…、ｏ＿（ｍ、ｎ）と（ｍ
、ｎは正の整数）、接触状態を示す情報Ｒｓ＿１、…、Ｒｓ＿ｍと、動き状態を示す情報
Ｒｍ＿１、…、Ｒｍ＿ｎとが関連付けられて記憶されている。すなわち、記憶部５４には
、接触状態を示す情報Ｒｓ＿ｉと動き状態を示す情報Ｒｍ＿ｊとの組み合わせ毎に（ｉ，
ｊは正の整数）、一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）が対応付けられて記憶されている
。ここで、一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）は、他の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ´、
ｊ´）と同じであってもよい（ｉ´、ｊ´は正の整数）。
【００２９】
　通信部５５は、外部との間で有線方式及び無線方式のうち少なくとも一方の方式によっ
て情報の通信が可能となるように構成されている。電源部５６は、電子装置ＥＱＰに電力
を供給するための電源が配置されている。電源部５６としては、例えば電池やバッテリー
等が挙げられる。
【００３０】
　次に、上記のように構成された電子装置ＥＱＰの動作を説明する。
　表示部検出部５２ｂは、タッチパネルＴＰ上の接触位置を検出し、接触位置を示す情報
を制御部６０に出力する。制御部６０は、当該接触位置に表示された識別表示に対応する
処理を実行する。例えば、操作者がタッチパネルＴＰのうち不図示の表示領域３１に重な
る部分に接触した場合、制御部６０は当該表示領域３１に対応する処理を行う。
【００３１】
　姿勢検出部５２ｃは、自装置の筐体ＦＬの姿勢を検出し、検出した姿勢を示す情報ａを
制御部６０に出力する。制御部６０は、姿勢検出部５２ｃから入力された姿勢を示す情報
に基づいて、表示部ＤＰにおける表示の向きを重力方向となるように切り替えるように制
御する。
【００３２】
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　動き検出部５２ｄは、自装置の筐体の動きを検出し、検出した動きを示す情報ｍｔを制
御部６０に出力する。
　接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、操作者により自装置が触れられたときの接触の状態を検
出し、検出した接触の状態を示す情報ｓを制御部６０に出力する。
【００３３】
　撮像部ＩＭＧは、制御部６０からの撮像を制御する制御信号に基づき、電子装置ＥＱＰ
の外部の被写体を撮像し、撮像により得られた画像データを生成し、その画像データを制
御部６０に出力する。
【００３４】
　制御部６０は、撮像部ＩＭＧから取得した画像データを記憶部５４に記憶させる。
　制御部６０は、記憶部５４に記憶された画像データを読み出し、読み出した画像データ
を表示部ＤＰに出力し、表示部ＤＰに画像として表示させる。また、制御部６０は、記憶
部５４に記憶されたアプリケーションのプログラムを読み出し、そのプログラムを実行す
ることにより、プログラムにより定められた所定の画像を表示部ＤＰに表示させる。
　制御部６０は、通信部５５を介して入力された画像データを表示部ＤＰに出力し、表示
部ＤＰに画像として表示させる。
【００３５】
　また、制御部６０は、記憶部５４に記憶された音声データを読み出し、読み出した音声
データを音声出力部５３ｂに出力し、音声出力部５３ｂから音声を出力させる。
　また、制御部６０は、通信部５５を介して、外部の機器との間でこれら画像データ及び
音声データを含むデータの通信を行うように制御する。
　制御装置ＣＯＮＴでは、操作者の操作に基づいて、これらの出力、通信を行わせる。な
お、上記制御部６０の処理は、第１の実施形態から第４の実施形態までに共通の制御部（
６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）の処理であり、第２の実施形態以降では、その説明を省
略する。
【００３６】
　図４は、制御部６０のブロック構成図である。制御部６０は、接触変化抽出部６１と、
動き状態算出部６３と、推定部６４とを備える。推定部６４は、接触状態算出部６２と、
操作者推定部６９とを備える。
　接触変化抽出部６１は、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４により検出された接触の状態を示す
情報ｓに基づき、接触の時間的な変化または空間的な変化を抽出し、抽出した接触の時間
的な変化を示す情報ｄｓ／ｄｔと、接触の空間的な変化を示す情報ｄｓ／ｄｘとを接触状
態算出部６２に出力する。
【００３７】
　具体的には、例えば、接触変化抽出部６１は、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４のある位置に
おける接触の有無の時間的な変化を算出し、その接触の有無の時間的な変化を示す情報ｄ
ｓ／ｄｔを接触状態算出部６２に出力する。
　同様に、例えば、接触変化抽出部６１は、各接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４における接触の
有無について各接触検出部の長手方向の変化を算出し、その接触の有無の長手方向の変化
を示す情報を接触の空間的な変化を示す情報ｄｓ／ｄｘとして接触状態算出部６２に出力
する。
【００３８】
　なお、接触変化抽出部６１は、接触の状態を示す情報ｓに基づき、接触の空間分布を抽
出し、接触の空間分布を示す情報を接触状態算出部６２に出力してもよい。その場合、接
触状態算出部６２は、抽出された接触の空間分布を示す情報に基づき、接触状態を抽出す
る。
【００３９】
　動き状態算出部６３は、動き検出部５２ｄにより検出された動きを示す情報ｍｔに基づ
いて、動きの特性を示す動き状態情報Ｒｍ＿ｊ（ｊは正の整数）を算出し、算出した動き
状態情報Ｒｍ＿ｊを操作者推定部６９に出力する。
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　具体的には、例えば、動き状態算出部６３は、所定の基準点と自装置の間の距離の時間
的な変化を１つの波と捉え、その波の周波数と、振幅と、位相とを動き状態情報Ｒｍ＿ｊ
として算出する。
【００４０】
　推定部６４は、接触変化抽出部６１により抽出された接触の時間的な変化または空間的
な変化に基づき、操作者を推定する。続いて、推定部６４が備える接触状態算出部６２に
ついて説明する。
　接触状態算出部６２は、接触変化抽出部６１により抽出された接触の時間的な変化また
は空間的な変化に基づき、接触の特性を示す接触状態情報Ｒｓ＿ｉ（ｉは正の整数）を算
出し、算出した接触状態情報Ｒｓ＿ｉを操作者推定部６９に出力する。
　具体的には、例えば、接触状態算出部６２は、接触の有無の時間的な変化を１つの波と
捉え、その波の周波数と、振幅と、位相とを接触状態情報Ｒｓ＿ｉの１つとして算出する
。同様に、接触状態算出部６２は、接触の有無の空間的な変化を１つの波と捉え、その波
の周波数と、振幅と、位相とを接触状態情報Ｒｓ＿ｉの１つとして算出する。
【００４１】
　続いて、推定部６４が備える操作者推定部６９について説明する。操作者推定部６９は
、接触状態情報と動き状態情報とに基づき、操作者を推定する。具体的には、例えば、接
触状態算出部６２により算出された接触状態情報Ｒｓ＿ｉと、動き状態算出部６３により
算出された動き状態情報Ｒｍ＿ｊとの組み合わせに対応する操作者を識別する情報ｏ＿（
ｉ，ｊ）を記憶部５４から読み出す。
　操作者推定部６９は、読み出した操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）を出力部５３に
出力する。これにより、出力部５３は、例えば、操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）を
表示部ＤＰに表示させる。
【００４２】
　また、制御部６０は、操作者推定部６９により得られた操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ
，ｊ）を操作者の認証の処理に用いる。例えば、制御部６０は、操作者を識別する情報ｏ
＿（ｉ，ｊ）が、予め記憶部５４に記憶された登録者の情報と同一であるならば、その操
作者を認証し、例えば、ＩＣカードロックの解除をするようにしてもよい。
　これにより、操作者が電子装置に備えられたタッチパネルＴＰを押すことにより暗証番
号を入力する時間を無くすことができる。また、操作者が認証を受ける毎に、暗証番号を
手で入力するといった煩わしさを解消することができる。
【００４３】
　なお、本実施形態では操作者推定部６９は、接触状態情報と動き状態情報とに基づき、
操作者を推定したが、これに限らず、操作者推定部６９は、算出された接触状態情報に基
づき、操作者を推定してもよい。
　具体的には、例えば、記憶部５４には、接触状態情報と操作者を識別する情報とが予め
関連付けられて記憶されており、操作者推定部６９は、算出された接触状態情報に対応す
る操作者を識別する情報を記憶部５４から読み出すことにより、操作者を推定してもよい
。
【００４４】
　図５は、第１の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャートで
ある。まず、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、接触状態を検出する（ステップＳ１０１）。
次に、接触変化抽出部６１は、接触変化を抽出する（ステップＳ１０２）。次に、接触状
態算出部６２は、接触状態情報を算出する（ステップＳ１０３）。次に、動き検出部５２
ｄは、自装置の動きを検出する（ステップＳ１０４）。次に、動き状態算出部６３は、動
き状態情報を算出する（ステップＳ１０５）。次に、操作者推定部６９は、自装置の操作
者を識別する情報を記憶部５４から読み出す（ステップＳ１０６）。以上で、本フローチ
ャートの処理を終了する。
【００４５】
　以上、本実施形態における電子装置ＥＱＰの制御部６０は、接触状態情報と動き状態情
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報とに基づいて自装置の操作者を識別する情報を読み出すことにより、自装置の操作者を
識別する情報と予め記憶部５４に記憶されている登録者を示す情報とが同一であるか否か
判定することができる。そして、制御部６０は、当該２つの情報が同一であれば、その操
作者を認証する。
　これにより、操作者が電子装置に備えられたタッチパネルＴＰを押すことにより暗証番
号を入力する時間を無くすことができる。また、操作者が認証を受ける毎に、暗証番号を
手で入力するといった煩わしさを解消することができる。
【００４６】
　＜第２の実施形態＞
　続いて、本発明の第２の実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｂについて説明する。第２
の実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｂは、ブロック構成図は省略するが、図３に示され
た第１の実施形態に係る電子装置の制御装置ＥＱＰにおける記憶部５４が記憶部５４ｂに
、制御部６０が制御部６０ｂに変更された構成となっている。
【００４７】
　記憶部５４ｂには、操作者の示す情報ｏ＿（１、１）、…、ｏ＿（ｍ、ｎ）と（ｍ、ｎ
は正の整数）、圧力状態を示す情報Ｒｐ＿１、…、Ｒｐ＿ｍと、動き状態を示す情報Ｒｍ
＿１、…、Ｒｍ＿ｎとが関連付けられて記憶されている。すなわち、記憶部５４ｂには、
圧力状態を示す情報Ｒｓ＿ｉと動き状態を示す情報Ｒｍ＿ｊとの組み合わせ毎に（ｉ，ｊ
は正の整数）、一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）が対応付けられて記憶されている。
ここで、一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）は、他の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ´、ｊ
´）と同じであってもよい（ｉ´、ｊ´は正の整数）。
　記憶部５４ｂには、登録者を示す情報が記憶されている。
【００４８】
　図６は、第２の実施形態に係る電子装置ＥＱＰ＿ｂの制御部６０ｂのブロック構成図で
ある。制御部６０ｂは、圧力変化抽出部６５と、動き状態算出部６３ｂと、推定部６４ｂ
とを備える。また、推定部６４ｂは、圧力状態算出部６６と、操作者推定部６９ｂとを備
える。
　圧力変化抽出部６５は、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４により検出された圧力の時間的な変
化または空間的な変化を抽出し、抽出した圧力の時間的な変化を示す情報ｄｐ／ｄｔと、
圧力の空間的な変化を示す情報ｄｐ／ｄｘとを圧力状態算出部６６に出力する。
【００４９】
　具体的には、例えば、圧力変化抽出部６５は、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４のある位置に
おける圧力の時間的な変化を算出し、その圧力の時間的な変化を示す情報ｄｐ／ｄｔを圧
力状態算出部６６に出力する。
　同様に、例えば、接触変化抽出部６１は、各接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４における圧力に
ついて各接触検出部の長手方向の変化を算出し、その圧力の長手方向の変化を示す情報を
圧力の空間的な変化を示す情報ｄｐ／ｄｘとして圧力状態算出部６６に出力する。
【００５０】
　推定部６４ｂは、圧力変化抽出部６５により抽出された圧力の時間的な変化または空間
的な変化に基づき、操作者を推定する。続いて、推定部６４ｂが備える圧力状態算出部６
６について説明する。圧力状態算出部６６は、圧力変化抽出部６５により抽出された圧力
の時間的な変化または空間的な変化に基づき、圧力の特性を示す圧力状態情報Ｒｐ＿ｉ（
ｉは正の整数）を算出し、算出した圧力状態情報Ｒｐ＿ｉを操作者推定部６９ｂに出力す
る。
　具体的には、例えば、圧力状態算出部６６は、圧力の時間的な変化を１つの波と捉え、
その波の周波数と、振幅と、位相とを圧力状態情報Ｒｐ＿ｉの１つとして算出する。同様
に、接触状態算出部６２は、圧力の空間的な変化を１つの波と捉え、その波の周波数と、
振幅と、位相とを圧力状態情報Ｒｐ＿ｉの１つとして算出する。
【００５１】
　動き状態算出部６３ｂは、動き状態算出部６３と同様に、動き検出部５２ｄにより検出
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された動きを示す情報ｍｔに基づいて、動きの特性を示す動き状態情報Ｒｍ＿ｊ（ｊは正
の整数）を算出し、算出した動き状態情報Ｒｍ＿ｊを操作者推定部６９ｂに出力する。
　具体的には、例えば、動き状態算出部６３ｂは、自装置の基準点からの距離の時間的な
変化を１つの波と捉え、その波の周波数と、振幅と、位相とを動き状態情報Ｒｍ＿ｊとし
て算出する。
【００５２】
　続いて、推定部６４ｂが備える操作者推定部６９ｂについて説明する。操作者推定部６
９ｂは、圧力状態算出部６６により算出された圧力状態情報と動き状態算出部６３ｂによ
り算出された動き状態情報とに基づき、自装置の操作者を推定する。
　具体的には、例えば、操作者推定部６９ｂは、圧力状態情報Ｒｐ＿ｉと、動き状態情報
Ｒｍ＿ｊとの組み合わせに対応した操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）を記憶部５４ｂ
から読み出すことにより、自装置の操作者を推定する。
【００５３】
　操作者推定部６９ｂは、読み出した操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）を出力部５３
に出力する。これにより、出力部５３は、例えば、操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）
を表示部ＤＰに表示させる。
【００５４】
　また、制御部６０ｂは、制御部６０と同様に、操作者推定部６９ｂにより得られた操作
者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）を操作者の認証処理に用いる。例えば、制御部６０ｂは
、操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）が、予め記憶部５４ｂに記憶された登録者の情報
と同一であるならば、その操作者を認証する。
　これにより、操作者が電子装置に備えられたタッチパネルＴＰを押すことにより暗証番
号を入力する時間を無くすことができる。また、操作者が認証を受ける毎に、暗証番号を
手で入力するといった煩わしさを解消することができる。
【００５５】
　なお、本実施形態では操作者推定部６９ｂは、圧力状態情報と動き状態情報とに基づき
、操作者を推定したが、これに限らず、操作者推定部６９ｂは、算出された圧力状態情報
に基づき、操作者を推定してもよい。
　具体的には、例えば、記憶部５４ｂには、圧力状態情報と操作者を識別する情報とが予
め関連付けられて記憶されており、操作者推定部６９ｂは、算出された圧力状態情報に対
応する操作者を識別する情報を記憶部５４ｂから読み出すことにより、操作者を推定して
もよい。
【００５６】
　図７は、第２の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャートで
ある。まず、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、操作者により自装置が触れられたときの圧力
を検出する（ステップＳ２０１）。次に、圧力変化抽出部６５は、圧力の時間変化または
空間変化を抽出する（ステップＳ２０２）。次に、圧力状態算出部６６は、圧力状態情報
を算出する（ステップＳ２０３）。次に、動き検出部５２ｄは、自装置の動きを検出する
（ステップＳ２０４）。次に、動き状態算出部６３は、動き状態情報を算出する（ステッ
プＳ２０５）。次に、操作者推定部６９ｂは、自装置の操作者を識別する情報を記憶部５
４ｂから読み出す（ステップＳ２０６）。以上で、本フローチャートの処理を終了する。
【００５７】
　以上、本実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｂの制御部６０ｂは、圧力状態情報と動き
状態情報とに基づいて自装置の操作者を識別する情報を読み出すことにより、自装置の操
作者を識別する情報と予め記憶部５４ｂに記憶されている登録者を示す情報とが同一であ
るか否か判定することができる。そして、制御部６０ｂは、当該２つの情報が同一であれ
ば、その操作者を認証する。
　これにより、操作者が電子装置に備えられたタッチパネルＴＰを押すことにより暗証番
号を入力する時間を無くすことができる。また、操作者が認証を受ける毎に、暗証番号を
手で入力するといった煩わしさを解消することができる。
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【００５８】
　＜第３の実施形態＞
　続いて、本発明の第３の実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｃについて説明する。第３
の実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｃは、ブロック構成図は省略するが、図３に示され
た第１の実施形態に係る電子装置の制御装置ＥＱＰにおける記憶部５４が記憶部５４ｃに
、制御部６０が制御部６０ｃに変更された構成となっている。
【００５９】
　記憶部５４ｃには、操作者の示す情報ｏ＿（１、１）、…、ｏ＿（ｍ、ｎ）と（ｍ、ｎ
は正の整数）、触り癖を示す情報Ｈｓ＿１、…、Ｈｓ＿ｍと、動かし癖を示す情報Ｈｍ＿
１、…、Ｈｍ＿ｎとが関連付けられて記憶されている。すなわち、記憶部５４ｃには、触
り癖を示す情報Ｈｓ＿ｉと動かし癖を示す情報Ｈｍ＿ｊとの組み合わせ毎に（ｉ，ｊは正
の整数）、一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）が対応付けられて記憶されている。ここ
で、一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）は、他の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ´、ｊ´）
と同じであってもよい（ｉ´、ｊ´は正の整数）。
　記憶部５４ｃには、登録者を示す情報が記憶されている。
【００６０】
　図８は、第３の実施形態に係る電子装置ＥＱＰ＿ｃの制御部６０ｃのブロック構成図で
ある。制御部６０ｃは、触り癖照合部６７と、動かし癖照合部６８と、推定部６４ｃとを
備える。
　触り癖照合部６７は、記憶部５４ｃから触り癖を示す情報を読み出し、読み出された触
り癖を示す情報と検出された接触の状態とを照合し、照合により抽出された触り癖を示す
情報を推定部６４ｃに出力する。
【００６１】
　動かし癖照合部６８は、記憶部５４ｃから動かし癖を示す情報を読み出し、読み出され
た動かし癖を示す情報と検出された動きとを照合し、照合により抽出された動かし癖を示
す情報を推定部６４ｃに出力する。
【００６２】
　推定部６４ｃは、触り癖照合部６７による照合により抽出された触り癖を示す情報およ
び動かし癖照合部６８による照合により抽出された動かし癖を示す情報に関連付けられた
操作者を識別する情報を記憶部５４ｃから読み出すことにより、操作者を推定する
【００６３】
　なお、記憶部５４ｃには、操作者を識別する情報と前記操作者が自装置に触れるときの
癖である触り癖を示す情報とが関連付けられて記憶されている場合、推定部６４ｃは、触
り癖照合部６７による照合により抽出された触り癖を示す情報と関連付けられた操作者を
識別する情報を記憶部５４ｃから読み出すことにより、操作者を推定してもよい。
【００６４】
　図９は、第３の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャートで
ある。まず、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、操作者により自装置が触れられたときの接触
の状態を検出する（ステップＳ３０１）。次に、触り癖照合部６７は、触り癖を照合する
（ステップＳ３０２）。次に、動き検出部５２ｄは、自装置の動きを検出する（ステップ
Ｓ３０３）。次に、動かし癖照合部６８は、動かし癖を照合する（ステップＳ３０４）。
次に、推定部６４ｃは、触り癖を示す情報と動かし癖を示す情報とに対応する自装置の操
作者を識別する情報を記憶部５４ｃから読み出す（ステップＳ３０６）。以上で、本フロ
ーチャートの処理を終了する。
【００６５】
　以上、本実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｃの制御部６０ｃは、触り癖を示す情報と
動かし癖を示す情報とに基づいて自装置の操作者を識別する情報を読み出すことにより、
自装置の操作者を識別する情報と予め記憶部５４ｃに記憶されている登録者を示す情報と
が同一であるか否か判定することができる。そして、制御部６０ｃは、当該２つの情報が
同一であれば、その操作者を認証する。
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　これにより、操作者が電子装置に備えられたタッチパネルＴＰを押すことにより暗証番
号を入力する時間を無くすことができる。また、操作者が認証を受ける毎に、暗証番号を
手で入力するといった煩わしさを解消することができる。
【００６６】
　＜第４の実施形態＞
　続いて、本発明の第４の実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｄについて説明する。第４
の実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｄは、ブロック構成図は省略するが、図３に示され
た第１の実施形態に係る電子装置の制御装置ＥＱＰにおける記憶部５４が記憶部５４ｄに
、制御部６０が制御部６０ｄに変更された構成となっている。
【００６７】
　記憶部５４ｄには、接触の状態を示す情報ｓ＿１、…、ｓ＿ｍ（ｍは正の整数）のうち
の１つの接触の状態を示す情報ｓ＿ｉと、動きを示す情報ｍｔ＿１、…、ｍｔ＿ｎ（ｎは
正の整数）のうちの１つの動きを示す情報ｍｔ＿ｊとの組み合わせ毎に（ｉ，ｊは正の整
数）、一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）が対応付けられて記憶されている。ここで、
一の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ、ｊ）は、他の操作者の示す情報ｏ＿（ｉ´、ｊ´）と同
じであってもよい（ｉ´、ｊ´は正の整数）。
　記憶部５４ｄには、登録者を示す情報が記憶されている。
【００６８】
　同様にして、記憶部５４ｄには、接触の状態を示す情報ｓ＿１、…、ｓ＿ｍ（ｍは正の
整数）のうちの１つの接触の状態を示す情報ｓ＿ｉと、動き状態情報Ｒｍ＿１、…、ｓ＿
ｌ（ｌは正の整数）のうちの１つの動き状態情報Ｒｍ＿ｋとの組み合わせ毎に（ｉ，ｋは
正の整数）、一の操作者の示す情報ｏ´＿（ｉ、ｋ）が対応付けられて記憶されている。
こで、一の操作者の示す情報ｏ´＿（ｉ、ｋ）は、他の操作者の示す情報ｏ´＿（ｉ´、
ｋ´）と同じであってもよい（ｉ´、ｋ´は正の整数）。
【００６９】
　図１０は、第４の実施形態に係る電子装置ＥＱＰ＿ｄの制御部６０ｄのブロック構成図
である。制御部６０ｄは、動き状態算出部６３ｄと推定部６４ｄとを備える。
　動き状態算出部６３ｄは、動き状態算出部６３と同様に、動き検出部５２ｄにより検出
された動きを示す情報ｍｔ＿ｊに基づいて、動きの特性を示す動き状態情報Ｒｍ＿ｋ（ｋ
は正の整数）を算出し、算出した動き状態情報Ｒｍ＿ｋを推定部６４ｄに出力する。
　具体的には、例えば、動き状態算出部６３ｄは、自装置の基準点からの距離の時間的な
変化を１つの波と捉え、その波の周波数と、振幅と、位相とを動き状態情報Ｒｍ＿ｋとし
て算出する。
【００７０】
　推定部６４ｄは、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４により検出された接触の状態と動き検出部
５２ｄにより検出された動きとに基づいて、操作者を推定する。
　具体的には、例えば、推定部６４ｄは、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４により検出された接
触の状態を示す情報ｓ＿ｉと動き検出部５２ｄにより検出された動きを示す情報ｍｔ＿ｊ
との組み合わせに対応する操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）を記憶部５４ｄから読み
出すことにより、操作者を推定する。
【００７１】
　推定部６４ｄは、上記処理により、操作者を推定できなかった場合には、接触検出部Ｓ
Ｄ１～ＳＤ４により検出された接触の状態と動き状態算出部６３ｄにより検出された動き
状態情報とに基づき、操作者を推定する。
　具体的には、例えば、推定部６４ｄは、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４により検出された接
触の状態を示す情報ｓ＿ｉと動き状態算出部６３ｄにより検出された動き状態情報Ｒｍ＿
ｋとの組み合わせに対応する操作者を識別する情報ｏ´＿（ｉ，ｋ）を記憶部５４ｄから
読み出すことにより、操作者を推定する。
【００７２】
　推定部６４ｄは、読み出した操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）またはｏ´＿（ｉ，
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ｋ）を出力部５３に出力する。これにより、出力部５３は、例えば、操作者を識別する情
報ｏ＿（ｉ，ｊ）またはｏ´＿（ｉ，ｋ）を表示部ＤＰに表示させる。また、制御部６０
ｄは、推定部６４ｄにより得られた操作者を識別する情報ｏ＿（ｉ，ｊ）またはｏ´＿（
ｉ，ｋ）を操作者の認証の処理に用いる。
【００７３】
　図１１は、第４の実施形態における操作者の推定の処理の流れを示したフローチャート
である。まず、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４は、接触状態を検出する（ステップＳ４０１）
。次に、動き検出部５２ｄは、自装置の動きを検出する（ステップＳ４０２）。次に、推
定部６４ｄは、接触状態と動きとに基づいて、操作者を推定する（ステップＳ４０３）。
　次に、推定部６４ｄは、操作者を推定できたか否か判定する（ステップＳ４０４）。推
定部６４ｄが操作者を推定できた場合（ステップＳ４０４　ＹＥＳ）、制御部６０ｄはそ
の処理を終了する。
　一方、推定部６４ｄが操作者を推定できなかった場合（ステップＳ４０４　ＮＯ）、動
き状態算出部６３ｄは動き状態情報を算出する（ステップＳ４０５）。次に、推定部６４
ｄは、接触状態と動き状態情報とに基づいて、操作者を推定する（ステップＳ４０６）。
以上で、本フローチャートの処理を終了する。
【００７４】
　以上、本実施形態における電子装置ＥＱＰ＿ｄの制御部６０ｄは、接触の状態と動きと
に基づいて自装置の操作者を識別する情報を読み出す。また、制御部６０ｄは、接触の状
態と動き状態とに基づいて自装置の操作者を識別する情報を読み出す。これにより、制御
部６０ｄは、自装置の操作者を識別する情報と予め記憶部５４ｄに記憶されている登録者
を示す情報とが同一であるか否か判定することができる。そして、制御部６０ｄは、当該
２つの情報が同一であれば、その操作者を認証する。
　これにより、操作者が電子装置に備えられたタッチパネルＴＰを押すことにより暗証番
号を入力する時間を無くすことができる。また、操作者が認証を受ける毎に、暗証番号を
手で入力するといった煩わしさを解消することができる。
【００７５】
　なお、本実施形態では、推定部６４ｄは、最初に接触状態と動きとに基づいて操作者を
推定し、操作者を推定できなかった場合に、推定部６４ｄは、接触状態と動き状態とに基
づいて、操作者を推定したが、これに限ったものではない。推定部６４ｄは、最初に接触
状態と動き状態とに基づいて操作者を推定してもよい。また、推定部６４ｄは、最初に接
触状態と動き状態とに基づいて操作者を推定し、操作者を推定できなかった場合に、接触
状態と動きとに基づいて操作者を推定してもよい。
【００７６】
　なお、制御部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、普通では握らない特殊な握り方を
した場合に、自装置の操作者を推定してもよい。
　具体的には、例えば、予め記憶部には、普通では握らない特殊な握り方をしたときの接
触分布を示す情報が操作者を識別する情報と関連づけられて記憶されている。その場合に
、制御部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４により検出さ
れた接触分布と、記憶部に記憶されている特殊な握り方をしたときの接触分布とを照合す
る。制御部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、照合により同一だと判定した場合に、
特殊な握り方をしたときの接触分布に対応する操作者を識別する情報を記憶部から読み出
すことにより、自装置の操作者を推定する。
【００７７】
　また、制御部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、予め記憶部に記憶されている握り
方の順番どおりに、操作者により自装置が握られた場合に、自装置の操作者を推定しても
よい。
　具体的には、例えば、予め記憶部に、握り方に対応した接触分布を示す情報が記憶され
ており、握り方に対応した接触分布を示す情報の整列順の組み合わせ毎に操作者を識別す
る情報が関連づけられて記憶されている。
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　その場合に、制御部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４
により検出された接触分布と、記憶部に記憶されている握り方に対応した接触分布とを、
記憶部に記憶されている握り方に対応した接触分布を示す情報の整列順に照合する。制御
部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、照合により握り方の順番どおりに握られたと判
定した場合に、その握り方に対応した接触分布を示す情報の整列順に対応する操作者を識
別する情報を記憶部から読み出すことにより、自装置の操作者を推定する。
【００７８】
　また、制御部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、予め記憶部に自装置の動かし方の
癖と操作者を識別する情報とが関連づけられて記憶されていた場合に、予め記憶部に記憶
されている自装置の動かし方の癖と、動き検出部により検出された動かし方とが同一の場
合に、自装置の動かし方の癖に対応する操作者を識別する情報を記憶部から読み出すこと
により、自装置の操作者を推定してもよい。
【００７９】
　また、制御部（６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ）は、接触検出部ＳＤ１～ＳＤ４により
検出された接触分布から操作者の手の特徴を推定し、その手の特徴（例えば、掌の大きさ
や指の開き具合）に基づいて、操作者を推定してもよい。
【００８０】
　また、本実施形態の電子装置ＥＱＰ、ＥＱＰ＿ｂ、ＥＱＰ＿ｃおよびＥＱＰ＿ｄの各処
理を実行するためのプログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、当該
記録媒体に記録されたプログラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することに
より、電子装置ＥＱＰに係る上述した種々の処理を行ってもよい。
【００８１】
　各実施形態では、自装置の操作者を識別する情報が、予め記憶部に記録されている登録
者を示す情報と同一である場合に、その操作者の認定を行うようにしたが、自装置の操作
者を識別する情報が、予め記憶部に記録されている登録者を示す情報とが類似する場合に
その操作者の認定を行うようにしてもよい。
　類似か否かの判定は、例えば、自装置の操作者を識別する情報が、予め記憶部に記録さ
れている登録者を示す情報に類似する所定の範囲内の情報と同じか否かによって判定する
。この場合に、操作者の認定が済んだ自装置の操作者を識別する情報を、予め記憶部に記
録されている登録者を示す情報として更新して記録することにより、時間と共に操作者の
癖が変化するような場合に対応することができる。
【００８２】
　なお、ここでいう「コンピュータシステム」とは、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを
含むものであってもよい。また、「コンピュータシステム」は、ＷＷＷシステムを利用し
ている場合であれば、ホームページ提供環境（あるいは表示環境）も含むものとする。ま
た、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気ディ
スク、ＲＯＭ、フラッシュメモリ等の書き込み可能な不揮発性メモリ、ＣＤ－ＲＯＭ等の
可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハードディスク等の記憶装置のことをいう
。
【００８３】
　　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワ
ークや電話回線等の通信回線を介してプログラムが送信された場合のサーバやクライアン
トとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリ（例えばＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ））のように、一定時間プログラムを保持し
ているものも含むものとする。また、上記プログラムは、このプログラムを記憶装置等に
格納したコンピュータシステムから、伝送媒体を介して、あるいは、伝送媒体中の伝送波
により他のコンピュータシステムに伝送されてもよい。ここで、プログラムを伝送する「
伝送媒体」は、インターネット等のネットワーク（通信網）や電話回線等の通信回線（通
信線）のように情報を伝送する機能を有する媒体のことをいう。また、上記プログラムは
、前述した機能の一部を実現するためのものであっても良い。さらに、前述した機能をコ
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ンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるもの
、いわゆる差分ファイル（差分プログラム）であっても良い。
【００８４】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳述したが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【符号の説明】
【００８５】
ＥＱＰ…電子装置　ＦＬ…筐体　ＤＰ…表示部　ＳＤ…操作部　ＣＯＮＴ…制御装置　Ｐ
Ｎ…表示パネル　ＴＰ…タッチパネル　Ｆｅ…表示面　Ｆａ～Ｆｄ…側面　ＳＤ１～ＳＤ
４…接触検出部（圧力検出部）　ＩＭＧ…撮像部　２０…検出領域　５２…入力部　５２
ｂ…表示部検出部　５２ｃ…姿勢検出部　５２ｄ…動き検出部　５３…出力部　５３ｂ…
音声出力部　５４…記憶部　６０、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ…制御部　６１…接触変化抽
出部　６２…接触状態算出部　６３、６３ｂ、６３ｄ…動き状態算出部　６４、６４ｂ、
６４ｃ、６４ｄ…推定部　６５…圧力変化抽出部　６６…圧力状態算出部　６７…触り癖
照合部　６８…動かし癖照合部　６９、６９ｂ…操作者推定部

【図１】 【図２】
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